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風に襲われ、洪水、土砂崩れ、用水
路の破壊、家屋の損壊被害も多い。
しかし台湾の水資源の８割は、こ
の台風によってもたらされている。
では、なぜ水不足が起こったのか。
　昨年は台湾に上陸した台風が一
個もなく、台湾全土で水不足が深
刻化、蔡英文総統も「台湾は56年
ぶりに最も深刻な水不足に陥った」
とFacebookで語っている。
　特に台湾南部で半導体工場が集
中している新竹、桃園地区への水
源、宝山第二ダムの貯水率は10.1％
（３月17日）、石門ダムの貯水率は
15％を切りつつある。

◦台湾政府の対策
　経済部水利署は、６月まで少雨

が続くとの予測を受け、３月25日
より新竹・苗栗 ·台中地区の工業用
水の大口使用者に対する給水制限
を従来の７％から11％に引き上げ、
また水不足対策として急遽約51億
円を投じて、桃園から新竹へ予備
水道管を敷設し、新竹の漁港に海
水淡水化装置を緊急配備している。
◦半導体工場の対策
　半導体製造業は「大量の水と高
純度の水があって成り立つ産業」
であり、高集積化に対応する超純
水やクリーンルームの空調用水、
高純度薬品のための温調純水、半
導体製造装置のリンス用水など、
半導体１工場で、一日あたり最低
でも20万t（水道水なら約67万人
への給水規模）の水資源が必要と
言われている。
　同地区に工場を構えるTSMCや
群創光電（イノラックス）や友達
光電（AUO）は既に対策（給水車
の増員、大手給水車業者と契約、
水リサイクル装置の拡充など）を
とっており、今のところ、生産に
は影響が出ないと説明している。
また長期にわたる水不足や、さら
に厳しくなる工業用水の給水制限
下でも、工場運営を継続できる対
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水が無ければ、半導体は作れない
～台湾の深刻な水不足～

▲年々、微細化・高集積化するシリコンウェーハ（出所：TSMC Annual report）

　世界中で半導体不足が深刻化し
ている。発端は米国政府による中
国企業への制裁、さらにコロナ禍
によるリモートワークの拡大で世
界パソコン市場の過熱、また自動
車用や大電力用のパワー半導体不
足など、この急激な世界需要に対
応できる生産増強は2021年の後半
か、来年春になるとの業界筋の見
方が出ている。しかし、世界デジ
タル化の波は１秒たりとも休むこ
とができない。このような背景下
で世界最大手の「台湾積体電路製
造（TSMC）」に世界中から半導体
の注文が殺到している。
　TSMCの生産する半導体は、
iPhone（アイフォーン）から、冷蔵庫
などの家電向け、自動車向けなど、
数多くの産業セクターで欠かせな
い製品となっており、受託生産の
世界シェアは55％を超えている。
　しかし近年、TSMC最大の弱点
が明らかになった。水不足で半導
体の増産が出来ない状態に突入す
ることが、懸念されている。まさ
に「水無くして、半導体なし」の
状態に直面している。

1．台湾の水事情

　平均年間降雨量はおよそ2510mm
（世界平均の2.5倍）であるが地域
により大きな差がある。台湾は台
風の常襲地であり、毎年大きな台
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策を準備中とも述べている。
　同社が2015年の水不足の際に試
算した経済損失は、隔日断水で10
億台湾元（約38億６千万円）。そ
うした中、製造に使われる水量は
世界で最小、例えばウェーハ１cm2
当たりの使用水量は5.66ℓで、米
国（15.07ℓ）の約三分の一、日本
（10.5ℓ）の約二分の一であり（世
界半導体会議（WSC）の統計）、こ
れ以上節水が出来ない状態である。
　では、水の再生利用はどうなの
か？　これまた、用水のリサイク
ル率は世界最高に近い87％で、こ
れを90％に上げるのは至難の業で
ある。最後の手段は給水車による
南部から工業団地までの水運搬で
ある。しかし水の運搬は、重さと
の戦いである。水資源がまだ有る
台湾北部から南部まで運ぶために
は、相当な経費がかかるだろう。
　また同工業団地にはTSMCの
他、世界的に有名なUMCやバン
ガード、パワーチップなどの半導
体製造受託企業（ファウンダリー）
や液晶パネルメーカーがひしめい
ているので給水車の奪い合いにな
ることは必至である。
　このまま台湾の水不足が続けば、
将来の半導体には、水代金が大幅に
上乗せされる可能性があるだろう。

2．�台湾積体電路製造（TSMC）
の現状

　TSMCは米国のテキサス・イン
スツルメンツ（TI）の上級副社
長、張忠謀（モリス・チャン）が
台湾で創業し、TI時代の豊富な人
脈を駆使し、製造ラインを持たな
い企業（ファブレス企業）から、
積極的に半導体の受託生産を引き
受け、今や世界最大のファウンダ
リーとなっている。主要顧客は、
アップル、クワルコム、AMD、

を積極的に採用し天文学的な半導
体を安定して生産できる。
②ヒトを大事にする経営方針
　社員に対する動機付けもすごい。
今回の急増に備えるために、台湾
に勤務する社員約５万人を対象に
基本給を一気に２割引き上げた（今
年の１月から）。また今年度は９千
人を採用する方針を明らかにして
いる（昨年は８千人採用済み）。
③�生産機材サプライヤーを大事に
する経営方針
　最先端のシステムを入れると、
常にクレームの巣であるが、それ
を迅速に解決し生産能力を向上さ
せてくれる機材サプライヤーを大
事にしている。700社を超えるサ
プライヤーの中から毎年数社を選
び表彰している。例えば「TSMC 
Excellent Performance Award 
2019」の表彰では14社が選ばれ、
日本勢は東京エレクトロン、信越
化学、荏原製作所、関東化学など
で、特にCMP（ウェーハ表面平坦
化研磨装置）やドライ真空ポンプ
を納入している荏原製作所はCMP
部門で８年連続、通算10回目の受
賞をしている。日本勢のきめ細か
いメンテナンス・サービス体制が
世界の半導体生産を支えていると
も言えよう。

NVIDIA、ファーウェイなど世界
数百社に上る。TSMCは、どんな
尺度で比較しても競合他社をしの
ぐ驚異的な企業である。
　2020年の売上高は１兆3400億台
湾ドル（約５兆２千億円）で前年
比25.2％増、純利益も50％増と大
きく伸びている。設備投資280億
米ドルの８割は、回路線幅３nm
（＝ナノメートル、ナノは10億分
の１）や５nmの最先端半導体に
振り向ける方針である。
　工場の増設は台湾のみならず。
米国フロリダ州に新設中（投資額
約35億米ドル）で、さらにアリゾ
ナ州に120億米ドルの工場建設を
計画中である。日本には最先端の
開発拠点を設けるとの観測も出て
いる。日本経済新聞の報道では茨
城県つくば市に開発を中心とする
新会社を設立、投資金額は約200
億円である。

◦�なぜTSMCは世界的な企業に
なったのか
　創業の受託生産ポリシーの徹底
である。
①最先端技術の積極採用
　半導体の受託生産に徹するため
に、豊富な資金で最先端の製造装
置（超微細工程の自動化システム）

▲TSMCの半導体工場（出所：TSMC Annual report）


